
人吉・伊佐・小林・えびの
4 社協で災害時における

相互応援協定を結びました

えびの市社会福祉協議会のホームページ

https://www.ebino-shakyo.jp/

令和３年８月５日

社会福祉法人
えびの市社会福祉協議会

第95号社協だより
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ご あ い さ つ
　市民の皆様方には、日頃から社会福祉協議会の事業、運営につきまして、暖かいご理解、ご協力を
賜り厚く御礼申し上げます。
　少子高齢化や急速な人口減少、地域のつながりの希薄化が進むとともに、近年多発する災害への
備えや感染症への予防対策など地域を取り巻く環境は複雑、多様化しています。
　昨年より、新型コロナ感染予防のため私たちの日常生活も大きく変わりました。
　現在、コロナ禍において、人と人がお互いに距離を取り生活することが求められ、地域福祉活動や
ボランティア活動の休止、自粛を余儀なくされています。そのような中でも、地域の皆さんのご理解
を頂きながら、これまでのつながりを大切にし、それぞれの絆を深めていきたいと思っています。
　「新しい生活様式」を取り入れながら、誰もが住み慣れた地域で安心、安全に暮らすことのできる
地域社会と、住民がお互いに助け合えるまちづくりを目指して、役職員一丸となって積極的に
取り組んで参りますので、より一層のご協力、ご支援をよろしくお願い申し上げます。
　皆様の益々のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。

社会福祉法人  えびの市社会福祉協議会
会長　瀨戸崎　惠　子

�　　　　　　　　　　

�　　　　　　　　　　

えびの市社会福祉協議会組織図
理 事　　
　会　長　瀨戸崎�惠子　　副会長　上野�憲昭
　　　　　宮久保�辰二　　宮浦�佳紀　　松元�國治　　御手洗�英次
　　　　　黒木�良二　　　川東�洋子

総　務　課　課長　　内　田�　忠　　　
　会   　　　計　　児玉�貴紀　　　　日常生活自立支援事業　　長倉�典子　生活支援員 5名
　通所介護事業　　外赤�越子（主任）　��坊野�美智子　　大木場�貴子　　溝口�千鶴　　　
　　　　　　　　　白坂�ひろみ　　森�ヒデ子　　前脇�みゆき　
　高齢者給食サービス事業　　�飯干�瞳　　井園�さつき　　本石�順子　　宮田�康子　　谷山�弘幸

 事　業　課　課長（兼事務局次長）　　栗下　洋子　　
　地域福祉　　　　　阿多�健一（主任）　津曲�弘志　��中村�千代子　��村田�裕佳
　居宅・相談支援　　田原�靖大（主任）　星指�智美　��酒匂�典絵　��内田�有美　��外屋�りく　��西橋�まや
　訪問介護　　　　　上園�弘美（主任）　今別府�千景　��大辻�真奈美　��登録ヘルパー 11名
　在宅介護支援センター　　矢野�香織

事務局長　　益山　憲一� 事務局次長　　栗下　洋子

評議員会
18 名

�監事
松永��康二
堀川��純一

　日頃より、社会福祉協議会事業にご支援ご協力頂
き、厚く御礼申し上げます。
　コロナ禍の中、”あきらめない　きっとできること
がある”をテーマに、　地域の皆様のご理解ご協力を頂
きながら職員一丸となって事業を推進して参ります。

　4 月より事務局次長に就任しました。事務局長の補
佐役としての業務遂行をはじめ、住民の方々が安心
して暮らし続けられる地域づくりの推進、何より社
会福祉協議会が住民の方々にとって身近な相談窓口
としてご利用いただけるように取り組んで参ります。
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会費・寄付金
7,594,715
3.9%

雑収入・
利息収入
5,701,519
3.0%

積立資産取崩し収入・
その他の活動による収入
13,050,340　6.8%

市・県補助金
32,758,560
17.0%

市・県受託金
35,380,253
18.4%

事業収入
介護保険
自立支援

97,996,048
50.9%

192,481,435
単位：円

事務費
15,853,532
8.5%

事業費
18,669,127
10.1%

助成金
2,341,100　1.3%

固定資産取得支出
1,175,000　0.6% 積立金積立支出・

その他の活動による支出
5,841,000　3.1%

人件費
141,870,138
76.4%

185,749,897
単位：円

令
和
３
年
度　
予
算
報
告

175,764,000
単位：円

会費・寄付金
7,985,000　4.5%

前期繰越資金残高
2,008,000　1.1%

市・県補助金
34,161,000
19.4%

市・県補助金
34,161,000
19.4%

市・県受託金
34,366,000
19.6%

94,089,000
53.5%

雑収入・
利息収入
1,382,000
0.8%

積立資産取崩し・
その他の活動による収入
1,773,000　1.0%

事業収入
介護保険
自立支援

人件費
126,180,000
71.8%

事務費
18,594,000
10.6%

事業費
22,469,000
12.8%

助成金・その他の支出
3,024,000
1.7%

積立資産支出
その他の活動による支出
5,497,000　3.1%

175,764,000
単位：円

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部
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一般会費 １世帯 500�円 市民の皆様に協力頂いております
賛助会費 1口 1,000�円 社協活動にご賛同いただいている個人及び企業に協力頂いております特別会費 １口 10,000�円
団体会費 １口 5,000�円 各種団体に協力頂いております

会費は下記事業の一部として使われています
相談支援事業 心配ごと相談、無料法律相談、無料公証人相談

地域福祉サービス事業 地域支え合い事業、地域福祉推進活動、
ボランティアセンター事業、在宅介護者のつどい、こども宅食事業、
お出かけサロン事業、福祉団体支援事業、福祉教育推進事業

マイクロバス運行事業 福祉団体や自治会等の研修

介護機器リサイクル事業 介護機器、車椅子、ベッド等の貸出
（緊急時及び短期利用に限る）

福祉サービス利用支援事業 日常生活自立支援事業
（物忘れなどの不安のある方等を対象に金銭管理）

その他事業 地域見守り活動事業、広報誌発行事業、
法外援助事業、ホームページ管理・情報発信　等

社協会費へのご協力ありがとうございました
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◆九州豪雨から 1年
災害時における相互応援協定を結びました
　熊本で甚大な被害が発生した昨年 7月の九州豪雨から 1年が経
ちました。
　昨年の豪雨をきっかけにえびの・小林（宮崎）、人吉（熊本）、伊
佐（鹿児島）の４市社会福祉協議会は、今後災害が起こった際に、
迅速かつ適切に支援が行えるよう相互応援協定を結びました。
　今後、大雨や台風、地震など大きな災害が発生し、災害ボランティ
アセンターが開設された際には、職員を派遣してセンターの運営
を行うことや、資材や器材の提供、あっせんに取り組みます。
　この協定が、実行されないことが一番ですが、いつ起こるかわ
からないのが災害です。今後もしもの時は、この協定をもとに近
隣社協と素早く連携を取り、必要に応じて対応を行っていきます。

～災害ボランティアセンターとは～
　豪雨や台風、地震等の被害が甚大で、自分たちの力では復興が
ままならずボランティアの助けが必要な時に開設されます。主な
内容は、ボランティアの募集、派遣、調整や、災害ボランティア
活動に必要な資器材・資金の調達管理などを行います。

　災害ボランティアセンター運営訓練
　令和 3年 3月６日（土）にえびの市で災害が起きたことを想定
した災害ボランティアセンター運営訓練を行いました。えびの青
年会議所の皆様をはじめ、市役所関係課・小林市社会福祉協議会の職員に来ていただきました。
　訓練を通し災害ボランティアセンターの流れを確認でき、参加者全員の知識・スキルアップの
向上を図ることができました。いつ起こるかわからない災害に備え今後も定期的に訓練を行って
いきます。
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地域支え合い事業・私の元気！チャレンジノート　今年度の取り組み

令和３年度　暮らしねっと推進モデル事業

　地域支え合い事業は、今年度も５月より地域の方々の感染予防対策
へのご協力をいただきながら、開催いたしております。
　以前は外出することや人と集まり語り合うことに疑問を感じること
などなくむしろ、積極的に人との交流を推奨してきました。新型コロ
ナウイルスの感染拡大に伴い、長期にわたるコロナ禍の生活は一変し、人と会い語らうことすら、
気を遣う時代となりました。遠方の家族との往来もまだまだ難しい状況です。
　このような時だからこそ、大切なことは、「心と心のつながり」です。三密（密接、密閉、密集）
を避けることが、心のつながりまで疎遠にさせてはなりません。地域支え合い事業では、三密を
避けながらも、地域の皆さま方の心のつながりを実感できるような場でありたいと願っています。
今年度は、新しい生活様式とともに、工夫しながら新たな支え合い事業として展開してまいりた
いと考えております。地域の皆さま、楽しみにご参加ください。
　なお、昨年９月から「自宅でできる介護予防」の一助として脳活トレーニングの冊子「私の元気！

チャレンジノート」の配布を開始しました。えびの市内全体に呼びか
けを行ったところたくさんの自治会で配布のご協力をいただき、市内
約１５００名の高齢者の方々に取り組んでいただいております。今年
度も年４回発行予定です。
　このチャレンジノートが届いた方は、ぜひ自宅でできる脳活に取り
組みましょう！

　えびの市内少子高齢化が進む中、現在では、コロナ禍での家族の
往来も難しく、生活の困り事を抱えている世帯が増えてきています。
社会福祉協議会では住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、「地域の困り事はできるだけ
地域で解決できるようにする」ために、新たな助け合い活動の取り組みをおこなうとする自治会、
または近隣地区合同の自治会を募集しています！

※ モデル事業を検討したい地区の皆さま、まずは、地域に伺って出前講座を行います

ので、気軽に社会福祉協議会までご連絡ください。

対象団体　：　市内に在住する自治会の住民組織、または近隣自治会合同の住民組織

対象内容　：　地域住民の生活上のちょっとした困り事を解決するための生活支援

　　　　　　　または、地区での居場所づくりなど、新たに立ち上げる活動

募集期間　：　令和３年１０月２９日（金曜日）まで

応募資格　：　構成員が５人以上

助成内容　：　令和３年度１団体あたり５万円を上限

実施地区募集！

助け合い活動を始
めてみませんか？
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☆こども宅食えびの「田の神さぁの贈りもの」☆

　こども宅食えびのでは、「生活が大変」「生活にゆとりがない」市内の子育て中のご
家庭に、定期的に食材をお届けします。こども宅食えびのは、寄付の食材により”支
援を受けたい方”と”提供していただける方”をつなぎ、住民の方々が子育てを応援
する取り組みです。詳しくはこども宅食えびのホームページ（QRコード）をご覧く
ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和3年4月より正式事業開始）

食材を提供していただいている方々をご紹介します。いつもありがとうございます！

お米、野菜、保存食等の食材の寄付をお願いします！
　現在、社会福祉協議会では、お米や野菜などの食材の寄付を募集しています。
こども宅食事業および暮らし支えバンク事業での食料として活用させていただいております。
現在も市内多くの農家様、また、企業様にご協力をいただいており大変助かっております。　　
今後も継続的な事業をめざしていきたいと思いますので、趣旨をご理解の上、ご家庭に余ってい
るお米、野菜、保存食等がありましたら、社会福祉協議会までご連絡ください。　

野菜につきましては、受け取り時期を希望させていただく場合が
ございますので、あらかじめご了承ください。
なお、お金の寄付も受け付けております。ご協力の程、よろしく
お願いいたします。

《こども宅食をご利用中のA様ご家族よりお礼のことば》
いつもありがとうございます。定期的に届く食材がとても助かっています。
子供も楽しみにしています。

その他、食材等の寄贈）新出水養鶏場様、坂元農場様、豊田屋本舗様、
　　　　　　　　宮崎オーガニック様、立久井農園様、宮崎フードバンク様
米の寄贈）ながえ村生産組合様、源嶋様、竹下様、山内様、野間様、山内様　

　　　　　　　　　　　　　　多くの食材、お米、大変、感謝申し上げます。

レクストe-ｐｏｒｋ様

丸正フーズ様 道の駅出荷者の皆さま
仕分けボランティアの方々

東養鶏場様 東康夫養鶏場様 大平落養鶏場様
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☆ 暮らし支えバンク事業 ☆

☆ わくわく・お出かけサロン ☆

　暮らし支えバンク事業では、「生活が苦しい」、「食べる物がない」という方へ、次の支援へ

の繋ぎとして、緊急の食糧・生活用品の支援をおこなっています。

（お米、缶詰類、レトルト食品、下着、トイレットペーパー、生理用品、タオル、マスク等）

　一人で悩まないで、困った時は社会福祉協議会までご相談ください。

わくわく・お出かけサロンとは・・・・・

　市内中心部より離れている地域で、買い物等の外出が難しくなっている高齢者の方々を対象

に、交流の場や買い物をとおして外出の楽しみをもっていただくサロンです。

　市内社会福祉法人介護施設の日中のデイサービス等の空き車両の協力をいただき、実施して

います。買い物はボランティアが付き添います。

　利用対象者は、７５歳以上の独居・老夫婦・障害者世帯の運転免許のない方で、自力で歩行

または買い物カートでの移動が可能な方となります。概ね、各地域の中心部より４㎞以上離れ

てお住まいの方が対象です。

　詳しくは、社会福祉協議会までお問い合わせください。

ひとり暮らしで、買い物に困っていました。月に
1 回のお友達とのお出かけがとても楽しみです。
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人間を救うのは、人間だ。

～日本赤十字社～
～日本赤十字社の起源・活動～
日本赤十字社（以下、日赤）の起源は1877年（明治10年）〜明治維新後に起きた西南戦争がきっかけです。
激戦地であった田原坂の戦いでは多数の死傷者を出しました。悲惨な状況に対し、創立者である佐野常
民氏は「博愛社」を設立し、「官軍」、「薩軍」関係なく両軍の傷病者の救護にあたりました。
1886 年（明治 19年）には、日本政府がジュネーブ条約に加入すると、翌 1887 年（明治 20年）に名
称を日本赤十字社と改称し、現在に至ります。
災害時には義援金受付・配分を行い、被災地へ救援物資を届け、医療等の救護を行います。他にも献血、
救急法などの講習会、赤十字病院や社会福祉事業など苦しむ人を救うためあらゆる活動を行っています。

～活動資金へのご協力
              ありがとうございます～

～えびの市社協の役割～
えびの市社協は、日赤えびの市地区の事務担当窓口となっ
ています。
日赤宮崎県支部と連携し会費や寄付金の募集、義援金・救
援金の受付、日赤が展開する災害救援活動の支援や救援物
資の保管・管理、救命講習などの事業を推進しています。
具体的には、火災後の必要物資の支援や、幼児救急法の講
習会、炊き出し訓練等を行っています。

令和 2 年度実績報告

実績額：4,407,100 円
ご協力いただいた皆様ありがとうございました。
今後ともご理解ご協力を宜しくお願いいたします。
＊今年度の日赤会費の受入期間は令和 3 年 4 月 1 日より令和 4 年 3 月 31 日までです。

日本赤十字社マスコット
キャラクター　ハートラちゃん
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〜共 同 募 金〜
　共同募金は、戦後間もない昭和 22(1947) 年に、市民が主体の民間運動
として始まりました。当初、戦後復興の一助として、被災した福祉施設を
中心に支援が行われてきました。その後「社会福祉法」に基づき、地域福
祉の推進のために活用されてきました。
　社会の変化の中、共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らす
ことができるよう、様々な地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を応援
する「自分の町をよくするしくみ」として取り組まれています。

　「地域歳末たすけあい募金」は、市内の「学校募金」、歯科医師会・陸
上自衛隊えびの駐屯地をはじめとする「企業・法人・篤志家」、社会福
祉法人等の「福祉団体」による募金活動を行っています。
　この募金は、「歳末助け合い福祉事業」として県より全額還元され、
えびの市では 65自治会の「地域ぐるみのふれあい活動」の一部財源と
して使われています。

赤い羽根共同募金  令和 2 年度 実績額  4,780,300 円

地域歳末たすけあい募金  令和 2 年度 実績額  1,116,631 円

私たちの町をより良くする仕組み！

市内小学校の募金協力

ひとりだけの金婚式（えびの市社協）

自治会行事（餅つき）

環境美化活動（市内中学校）

自治会行事2（十五夜）

あいさつ運動（市内中学校）

皆様のご理解ご協力を宜しくお願いいたします
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区分 氏名 金額 区分 氏名 金額 区分 氏名 金額
企業 ･
篤志家 美 坂 工 業 5,000 企業 ･

篤志家 慈 光 院 10,000 企業 ･
篤志家 新 光 工 業 ㈱ 5,000

〃 大 阪 屋 ド ラ イ 3,000 〃 豊 田 商 事 ㈱ 5,000 〃 大 溝 原 簡 易 郵 便 局 5,000
〃 ㈲杉元ボーリング工業 5,000 〃 岩 下 淳 子 2,000 〃 川 嶋 マ サ 子 15,000
〃 正 一（ 中 華 料 理 ） 10,000 〃 中 原 美 男 2,000 〃 住 吉 商 店 5,000
〃 ㈲ 永 田 生 花 店 3,000 〃 川 畑 商 店 3,000 〃 加 久 藤 温 泉 3,000
〃 遠 目 塚 木 材 工 業 5,000 〃 山 口 哉 美 3,000 〃 栗 下 簡 易 郵 便 局 5,000
〃 ㈲ ヤ マ チ ュ ウ 青 果 10,000 〃 鶴 田 ミ イ 子 5,000 〃 明 石 酒 造 ㈱ 10,000
〃 西 廣 寺 5,000 〃 藤 崎 典 子 3,000 〃 ㈱ ナ ン キ ュ ウ 3,000
〃 東 祐 利 養 鶏 場 5,000 〃 平 田 サ ワ 子 3,000 〃 長 谷 ス ト ア 5,000
〃 飯 野 食 品 10,000 〃 小 川 　 博 3,000 〃 バイクショップえびの 3,000
〃 角 井 商 店 1,000 〃 老 人 ホ ー ム 真 幸 園 5,000 〃 称 楽 寺 10,000
〃 中 華 料 理 天 龍 1,000 〃 焼 肉 の に こ に こ や 3,000 〃 吉 留 建 設 ㈱ 5,000
〃 シルバー人材センター 5,000 〃 ㈱ 吉 元 組 5,000 〃 ㈲ え び チ ャ ン 本 店 3,000
〃 ㈱ 立 石 林 業 3,000 〃 松 下 総 合 設 備 ㈱ 5,000 〃 鬼 塚 敏 勝 5,000
〃 か ー る ぼ っ く す 1,000 〃 西 井 製 茶 工 場 3,000 〃 井 上 洋 子 3,000
〃 え び の 涼 風 園 10,000 〃 ㈲ え び の モ ー タ ー 10,000 〃 川 越 石 油 5,000
〃 徳 応 寺 10,000 〃 えびの総合サービス 1,000 〃 し ま や 家 具 3,000
〃 高 田 金 物 店 10,000 〃 喜 多 朗（ 割 烹 ） 5,000 〃 ㈲ 一 休 草 庵 10,000
〃 松 岡 酒 店 5,000 〃 源 嶋 　 静 義 10,000 〃 鬼 脇 千 代 子 5,000
〃 大牟田サイクル商会 2,000 〃 源 照 寺 10,000 〃 絵 柳 　 益 夫 10,000
〃 み や こ 屋 2,000 〃 え び の カ メ ラ 1,000 〃 ス パ プ ラ ザ 湯 遊 1,000
〃 川 野 金 物 店 5,000 〃 大 木 場 自 動 車 3,000 〃 ㈱ フ ァ ー ム テ ッ ク 5,000
〃 ㈲ 林 事 務 機 10,000 〃 上 野 　 芳 伸 5,000 〃 パ チ ン コ ま さ き 10,000
〃 西 園 プ ロ パ ン 10,000 〃 吉 田 理 容 2,000 〃 原 工 業 5,000
〃 東 商 会（ 石 油 ） 5,000 〃 大 黒 屋 2,000 〃 井 尻 眼 科 医 院 5,000
〃 三 幸 ラ ー メ ン 5,000 〃 吉 村 一 男 5,000 〃 ㈱ 十 兵 衛 10,000
〃 メ モ ワ ー ル 2,000 〃 心 棒 堂 菓 子 舗 3,000 〃 黒 木 七 郎 5,000
〃 山 路 自 動 車 2,000 〃 す み れ 薬 局 3,000 〃 松 尾 旅 館 3,000
〃 上坂自動車整備工場 3,000 〃 若 葉 ク リ ニ ッ ク 10,000 〃 伊 堂 寺 商 店 5,000
〃 大 河 平 簡 易 郵 便 局 3,000 〃 渡 邊 産 業 ㈲ 2,000 〃 田 之 上 精 肉 店 3,000
〃 ㈱ 丸 正 フ ー ズ 10,000 〃 白 石 石 油 ㈱ 5,000 〃 シルバーケアーステーション 5,000〃 ラ イ フ サ ポ ー ト 5,000 〃 伊 地 知 自 動 車 5,000 ほうよう
〃 サ ン ラ イ ズ ㈱ 5,000 〃 ㈲ 那 須 自 動 車 5,000 〃 中 利 缶 詰 ㈱ 5,000
〃 池 田 商 店 5,000 〃 高 牟 禮 宏 邦 5,000 〃 鶴 田 　 亨 20,000
〃 畑 田 蓉 子 3,000 〃 楽　 壷（ 居 酒 屋 ） 5,000 〃 宮 日 飯 野 販 売 店 3,000
〃 くろきセンター駅前店 2,000 〃 西 田 順 二 10,000 〃 貴 嶋 農 園 2,000
〃 柊 山 水 道 設 備 3,000 〃 ㈱ハヤカワ 5,000 吉留ブロック工業所 3,000
〃 ㈲ 原 口 石 油 3,000 コーポレーション 〃 上 江 簡 易 郵 便 局 3,000
〃 羽田野自動車整備工場 3,000 〃 ㈲ 迫 田 石 油 10,000 〃 食 膳 　 響 3,000
〃 岩 本 自 動 車 販 売 5,000 〃 Ｋ Ｃ Ａ Ａ 南 九 州 3,000 〃 ㈲ 白 鳥 交 通 5,000
〃 井 川 原 　 勉 3,000 〃 南 九 州 福 山 通 運 ㈱ 3,000 〃 ㈱ 小 財 ス チ ー ル 5,000
〃 ㈲ジュンモータース 5,000 〃 真 幸 寺 10,000 〃 渡 辺 医 院 5,000
〃 順 生 寺 5,000 〃 阪口自動車整備工場 10,000 〃 大 門 サ イ ク ル 商 会 3,000
〃 田 代 温 泉 1,000 〃 カールショップシバ 2,000 〃 尾 山 商 店 3,000
〃 シャンティ宮崎工場 5,000 〃 あ け ぼ の 荘 5,000 〃 真 幸 認 定 こ ど も 園 5,000
〃 宮 崎 生 コ ン ㈱ 5,000 〃 川 上 写 真 館 3,000 〃 阿 多 治 療 院 5,000
〃 松元自動車整備工場 10,000 〃 徳澄司法書士事務所 10,000 〃 ア ポ ロ 企 画 10,000
〃 え び の 電 子 工 業 ㈱ 10,000 〃 田 内 四 朗 3,000 〃 京 町 こ ど も 園 5,000

会員会費ご協力者名簿　（企業・篤志家・団体）　　　　　　　（敬称略）単位 : 円

　えびの市自治会連絡協議会を通じて、自治会長及び班長さん方のご協力と、市民の皆様方のご理解により社会福祉協
議会会員会費へご協力をいただきました。ここに厚くお礼申し上げます。
　また、企業・篤志家の皆様方には、特別会員として更に賛助会費へのご協力を賜り深く感謝申し上げます。
　皆様方からお寄せいただいた会費は、市民の為の社会福祉事業の財源として大切に活用させていただきます。
　今後とも、ご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。

65 自治会からの実績額  　　　　      3,053,500 円
企業・篤志家・団体からの実績額　　 1,387,000 円 合計額 4,440,500 円

令和2年度 社会福祉協議会会員会費実績報告
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区分 氏名 金額 区分 氏名 金額 区分 氏名 金額
企業 ･
篤志家 五 日 市 簡 易 郵 便 局 3,000 企業 ･

篤志家 フ ェ ミ ニ ン 2,000 企業 ･
篤志家 い こ い 荘 2,000

〃 ㈲山下事務機えびの支店 10,000 〃 ㈱ オ ー ム 工 業 5,000 〃 あ き も と 化 粧 品 店 3,000
〃 ㈲ 千 石 畜 産 5,000 〃 ㈲大地村コーポレーション 3,000 〃 那 須 美 容 室 2,000
〃 ㈲ と き わ ぎ 保 険 5,000 慶みんラーメン 〃 京 町 共 立 病 院 10,000
〃 井 料 田 善 和 5,000 〃 美 容 室 Riz HAIR 3,000 〃 ㈲ 福 田自 動 車 工 業 2,000
〃 クリーニングショップかしわぎ 1,000 〃 ヘアーサロンやました 3,000 〃 玉 泉 館 5,000
〃 萩 原 利 典 10,000 〃 チャオ（ レストラン） 5,000 〃 京 町 観 光 ホ テ ル 10,000
〃 ㈱ 横 山 基 礎 工 事 5,000 〃 ㈱ 大 正 水 流 5,000 〃 川 野 貞 夫 10,000

〃 ㈱ジェイエイ 5,000 〃 ㈱ 大 木 場 研 磨 5,000 〃 瀨 戸 崎 惠 子 30,000
えびの市葬祭 〃 和 食 や ぐ ら 5,000

〃 え び の 焼 窯 元 2,000 〃 え び の 眼 科 20,000 以下は名前のみの方です
〃 稲 尾 リ ー ス ㈱ 1,000 こ だ ま 小 児 科 〃 み は ら ラ ー メ ン
〃 加 久 藤 印 刷 5,000 〃 美 坂 建 設 10,000 〃 さ つ ま 屋
〃 喫 茶 　 ピ ア 1,000 〃 なかよし認定こども園 5,000
〃 え び の 整 形 外 科 10,000 〃 や ま もと 鍼 灸 整 骨 院 2,000 職員 えびの市社協職員一同 68,000
〃 入佐自動車整備工場 5,000 〃 森 岡 産 業 ㈱ 5,000 団体 えびの市 50,000〃 遠 目 塚 製 材 所 5,000 〃 え び の 養 蜂 1,000 高齢者クラブ連合会
〃 あ け ぼ の 園 10,000 〃 Ｊ Ａ え び の 市 10,000 〃 えびの市 5,000〃 ㈲ え び の 装 飾 5,000 〃 ㈱ 福 元 電 設 3,000 自治会連合会
〃 飯 野 運 送 5,000 〃 え び の 公 善 社 10,000 〃 えびの市 10,000〃 釜揚げうどんかっぱ 3,000 〃 え び の 福 祉 作 業 所 5,000 更生保護女性会
〃 飯 島 石 油 10,000 〃 ホンダオートえびの 5,000 〃 えびの市 10,000〃 山 内 金 物 店 5,000 〃 マ ル オ 整 備 工 場 10,000 民生委員児童委員協議会
〃 前 田 木 材 ㈲ 10,000 〃 稲村自動車整備工場 5,000 〃 えびの市 10,000〃 橋 本 整 骨 院 1,000 〃 ㈲ 金 原 重 機 建 設 5,000 視覚障害者福祉会
〃 山 内 種 苗 店 1,000 〃 ㈱ 加 治 佐 工 業 10,000 〃 えびの市 30,000〃 輝 星（ 居 酒 屋 ） 3,000 〃 トラットリア イルミナンテ 3,000 身体障害者福祉会
〃 畠 田 石 油 店 10,000 〃 床 屋 し ょ う な ん 5,000 〃 えびの市遺族連合会 10,000
〃 お 菓 子 の 香 菊 5,000 〃 ＮＥＸＴ松栄えびの店 5,000 〃 えびのプロバスクラブ穂波会 5,000
〃 白鳥自動車整備工場 3,000 〃 上 原 新 聞 店 3,000 〃 え び の 市 史 談 会 10,000

〃 メナード化粧品店 3,000 〃 美 容 室 Ｍ Ｉ Ｎ 1,000 〃 えびの市 10,000中村守子 〃 千 草 美 容 室 2,000 地域婦人連絡協議会
〃 ま る き 屋 3,000 〃 伊 地 知 室 内 装 飾 10,000 〃 えびの市赤十字奉仕団 5,000
〃 中 西 プ ロ パ ン 商 会 3,000 〃 伊 藤 旅 館 3,000 匿 名 7 件 23,000

ホームヘルパー募集
利用者の皆様の笑顔のために一緒に働きませんか？

 あなたのやさしさをこの仕事で！！
雇用形態　登録職員  （働ける時間帯に勤務できます）
募集人員　若 干 名
必要資格　介護職員初任者研修修了者　等
年　　齢　65 歳以下　（75 歳まで働けます）
時　　給　920 円～ 1,440 円（業務内容により決定）
内　　容　利用者宅の掃除・洗濯・炊事・介護　等

●資格をお持ちでない方は、資格取得助成金があります。
気軽にお問合せください (^_^)/

本誌への掲載につきましては、企業及びご本人の承諾をいただいた方のみとしております。
掲載している期間：令和 2年 4月 1日�〜�令和 3年 3月 31日まで
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地区名 寄付者氏名 故人名 年齢 金　額 地区名 寄付者氏名 故人名 年齢 金　額
町 中島　鈴江 一 84 30,000 東 川 北 森屋　公子 上中野マキエ 97 30,000 

灰 塚 岡本スミ子 弘太郎 90 30,000 栗 下 金光ミチ子 幸男 89 20,000 

栗 下 今藤　節子 堅一郎 81 20,000 中 原 田 内田　貞利 カネ子 83 30,000 

堀 浦 水流　ミキ 春男 90 30,000 柳 水 流 前田　講八 トシ 92 10,000 

南 原 田 東　良一郎 和則 71 20,000 駅 前 梅田　潤一 ミチエ 74 10,000 

西 の 上 萩原　政春 健治 50 30,000 中 島 神﨑　信明 浩美 55 30,000 

松 原 築地　保旺 タク 77 30,000 松 原 大迫ミドリ 稔 90 20,000 

湯 田 徳留　良雄 つぼみ 101 20,000 中 島 西園　睦雄 安雄 98 50,000 

山 内 宝徳　勝文 ユリ子 95 30,000 中 島 満留　正子 八右エ門 82 10,000 

今 西 杉水流正憲 スミ子 102 20,000 中 島 織田　和子 正純 87 30,000 

南 岡 松 小東　国継 シノブ 94 50,000 白 鳥 山本　四郎 モモエ 97 20,000 

今 西 小多田　清 フヂエ 99 20,000 京 町 江平　民生 古川　鈴子 86 300,000 

堀 浦 川野　和成 洋子 83 50,000 京 町 瀨戸崎章史子 東　静 88 30,000 

西 郷 常増　清昭 マル 77 20,000 南 岡 松 内田まり子 宗孝 80 30,000 

大 明 司 濵川マサ子 辰雄 91 30,000 牧 の 原 横手マツエ 勇次 89 20,000 

東 の 下 堀迫ヨシ子 忍 87 20,000 牧 の 原 林　　敏廣 政利 91 30,000 

山 内 内田　力子 誠二 55 20,000 上 浦 萩原キエ子 幸夫 94 30,000 

榎 田 米澤　敏男 キミエ 99 20,000 飯 ） 麓 弓削ヒサ子 茂士 86 50,000 

南 昌 明 寺 領家　辰子 道徳 87 20,000 南 岡 松 押領司那智子 勲 95 50,000 

飯 ） 麓 濱田　昭男 正利 103 20,000 大 明 司 福元　英雄 トヨ子 96 10,000 

下 大 河 平 堀　美和子 久満 84 100,000 南 原 田 宮内　良雄 則雄 98 5,000 

白 鳥 奥松　浩三 睦男 94 20,000 湯 田 鶴田ヨシエ 静 93 20,000 

京 町 鶴田　律子 利男 83 30,000 西 川 北 坊野　克己 千代子 80 30,000 

末 永 谷口　信男 エミ子 95 30,000 苧 畑 櫛山　春幸 ユク 97 10,000 

下 大 河 平 山口　サヨ 忠六 90 30,000 北 岡 松 入来田秋敏 アキエ 92 10,000 

中 島 山形幸次郎 文子 95 10,000 永 山 迫田小夜子 黙太郎 77 200,000

東 原 田 遠目塚義行 ミヨ 84 10,000 上 原 田 谷口　　馨 テル 97 50,000

出 水 古江　国彦 虎男 95 100,000 西 郷 橋本　勇一 郁子 90 20,000

溝 ノ 口 田中　　誠 文雄 67 10,000 末 永 三角園ひとみ フミ 96 10,000

南 原 田 盛永ちづ子 ノエ 103 30,000 永 山 山口美穂子 政徳 82 50,000

東 川 北 溝辺　一男 俊子 78 50,000 湯 田 杉元　一広 一男 89 10,000

大 明 司 山内　　浩 稔 90 30,000 松 原 二宮　章子 隆太郎 86 30,000

西 の 上 豊永アヤ子 兼義 91 10,000 東 原 田 上畠　　實 サチ子 83 30,000

水 流 米永　国義 フミエ 95 10,000 南 原 田 外園多津子 三千男 75 30,000

下 大 河 平 山田　隆子 朝元 ミネ 89 30,000 上 浦 本園　綾子 康夫 74
20,000

尾 八 重 野 丸目美穂子 和美 92 30,000 〃 〃 正徳 95

前 田 石塚　幸子 山口　傳 92 30,000 坂 元 山内　幸男 九州男 96 50,000

北 岡 松 下原　逸男 節子 76 20,000 駅 前 田之上哲男 節子 91 50,000

東 川 北 米倉　順一 ミキ 88 20,000 中 島 南鶴八重子 春利 81 20,000

京 町 井上　成秀 みか 48 30,000 北 昌 明 寺 八ヶ代佐夜子 竹下 ヨシエ 85 10,000

敬称略（単位：円）香 典 返 し
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一 般 寄 付
地区名 氏　　　名 金　額 地区名 氏　　　名 金　額

市 内 出口　兼盛 10,000 市 内 谷山　ヒサ子（プリンス千草） 10,000 

市 内 上畠　久男 10,000 市 内 旧加久藤商工会青年部OB会万年青会 39,224 

市 外 柳原　崇成 10,000

市 内 上野　芳伸 5,000 以下は一部掲載の方々です

市 内 徳持　ナリ子 10,000 飯野ひまわり銀友会

市 内 上村　安夫 5,000 匿名（2件） 21,000 

敬称略（単位：円）

善 意 銀 行
地区名 氏　名 品　　　名 地区名 氏　名 品　　　名

市 内 中園　より子 据え置き便座 市 外 髙野　清香 マスク150枚、ハンドソープ

市 内 宮田　のり子 はがき20枚 市 内 森屋　公子 オムツ2袋

市 内 萩原　政春 オムツ3袋 匿名 健康器具2台

市 内 永吉　哲 オムツ１袋 市 内 匿名 オムツ3袋、プラ手袋1箱

市 内 匿名 マスク150枚 市 内 池牟礼　憲昭 さつまいも

市 内 匿名 毛糸、衣類、ケース他 市 内 竹下　和義 玄米2俵

市 内 山下　順一郎 はがき20枚 市 内 鳩野　和広 炊飯器

市 内 大山　はま子 肌着、パジャマ 市 内 八重尾　政文 肌着

市 内 匿名 オムツ9袋 市 内 匿名 玄米1俵

市 内 町屋　健一 エンシュア 市 内 濵田　幸四郎 簡易トイレ吸収袋

市 内 匿名 らくらく服薬ゼリー、尿パッド 市 内 東榎田ミエ子 おむつ

市 内 匿名 加湿器、アロマ用機器 市 内 山内　タエ子 玄米6俵

市 内 野間　みどり 玄米1俵 市 内 源嶋　静義 玄米1俵

市 内 岩屋　京子 物干し台、さお、ゴミ袋 市 内 匿名 自転車

市 内 坂下　律子 オムツ 市 内 林　小百合 電気ポット

敬称略

上記の皆様より「社会福祉事業に役立ててほしいと」心温まるご寄付をいただきました。

皆様のご厚意に深く感謝申し上げます。
掲載につきましては、寄付者の意向を確認した上で掲載しています。

掲載期間は、令和�2�年 6月から令和�3�年�5�月�31�日までに、ご寄付いただいた分です。

地区名 寄付者氏名 故人名 年齢 金　額 地区名 寄付者氏名 故人名 年齢 金　額
南 原 田 甲斐　　昭 カズ子 86 20,000 東 の 上 中間　幸子 中道　徹男 94 20,000

東 の 下 堀迫ツヤ子 優 90 30,000 以下は一部掲載の方々です

南 岡 松 堤内　昭義 松秋 98 50,000 下 島 内 泉　　安秋 アサ子 99

今 西 徳永アユ子 勝秀 76 20,000 豊福　親成 チヅ 97

田 代 黒江　弘子 民教 66 30,000 南 原 田 青山　智子 清 95

南 原 田 大木場　靖 信子 91 20,000 今 西 木原　　稔 フク 96

西 郷 宮下　利治 美智子 92 10,000 上 大 河 平 森髙　爲八 74 20,000 

京 町 中山　幸治 玲子 83 20,000 下 大 河 平 押川　妙子 郁雄 82

栗 下 大門タダ子 義治 86 30,000 上 浦 川原　権一 ミチ子 103

西 郷 園田　康成 カズエ 94 30,000 南 原 田 元日田　敏 セチ 96



お気軽にご相談下さい。秘密は守ります。お気軽にご相談下さい。秘密は守ります。
心配ごと相談所
　　相 談 日：毎週水曜日
　　相談時間：午後1時30分〜午後4時30分まで（受付は4時まで）
　　場　　所：えびの市総合福祉センター（相談室）
　　相談内容：何でも相談受け付けます。

無料法律相談（弁護士）
　　相 談 日：毎月第 3木曜日
　　相談時間：午後 1時 30 分〜午後 4時 30 分まで
　　場　　所：えびの市総合福祉センター（相談室）
　　※事前に予約が必要です。電話 35− 2800（社会福祉協議会）

人権相談・行政相談
　　相 談 日：毎月第１水曜日
　　相談時間：午前 10時〜午後３時まで
　　場　　所：市役所　２−１会議室

えびの市女性相談所
　　相 談 日：月曜日〜金曜日
　　相談時間：午前 9時〜午後 4時まで
　　原則として電話相談（面談も可）

配偶者やパートナーからの暴力
（ＤＶ）・セクハラ・生き方・人
間関係など様々な問題を抱えて
どうしたらいいかわからない…

公証人による遺言等無料相談
　　内　　容：相続・遺言・任意後見契約・尊厳死宣言・
　　　　　　　賃貸借契約・離婚給付契約等の公正証書
　　　　　　　作成に関する相談
　　相 談 日：奇数月の第 4木曜日
　　相談時間：午後 1時 30 分〜午後 4時まで
　　場　　所：えびの市総合福祉センター（相談室）
　　※事前に予約が必要です。電話 35− 2800（社会福祉協議会）

あんしん相談事業

えびの市社会福祉協議会　☎ 3 5 - 2 8 0 0

令和３年度保存版

0120-123-693（フリーダイヤル）

福祉全般や日常生活上の困りごとの相談に
電話や来所にて対応します。

相 談 日：月曜日〜金曜日
相談時間：午前 8時 30 分〜午後 5時まで


